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▼ALT TECHNICAL News No.43 January 2007 「MEMSスキャナ搭載レーザプリンタ」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.43 January 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
新年、あけましておめでとうございます。 
ご購読の皆様方には良きお正月を迎えられたこととお慶び申し上げます。 
さて、今年の日本はどのような年になるのでしょうか。 
スポーツ界、産業界、経済界、技術界、政界、教育界等、各多方面分野 
で目を離せぬ好き事象が発生することを楽しみにしましょう。 
特に、各界のグローバル化対応関係に興味をそそられそうです。 
メールマガジンを介してご参考になるような「レーザスキャンテクノロジー 
のエーエルテイー情報」を配信できるよう努めますので宜しくお願い 
致します。 
                            （長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．MEMS スキャナ搭載レーザプリンタ 
２．お知らせ 
  １）展示会の御礼 
  ２）レーザリング光源サンプル 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
１．MEMS スキャナ搭載レーザプリンタ 
 
米国レックスマーク社からレーザプリンタ業界初のＭＥＭＳスキャナ搭載 
プリンタが発売されました。 
Ｅ２５０Ｄ、Ｅ３５０Ｄ，Ｅ４５０ＤＮでＭＥＭＳスキャナを採用する事 
でさらなる高速走査、静粛化、低消費電力化が可能となっています。 
また半導体製造技術を応用して作られるため量産性に優れておりコスト的 
にも大変有利です。 
スキャナはテキサスインスツルメンツ（ＴＩ）製で、ＴＩは従来から 
プロジェクタ用のＤＭＤを手がけていましたが，ＬＢＰ用は初めてです。 
現状レゾナントタイプのＭＥＭＳスキャナは電磁方式でムービングコイル 
のタイプが日本信号やオリンパスから発表されており、静電方式では 
ＯＰＵＳ（台湾）が発表していいますが、他社でも実用化に向け研究され 
ています。 
ＴＩの光学スキャナは１×４ｍｍのミラーを２ＫＨｚで共振させる電磁 
方式ムービングマグネットタイプで、片側スキャンよりポリゴンスキャナ 
では６面ミラーで２０、０００ｒｐｍに相当します。 
レンズは２枚構成のアークサインレンズで従来１つだったビーム検出センサ 
が２個配置され、時間間隔を測定することにより共振点のずれを補正して 
いると思われます。 
レゾナントスキャナの利点として往復スキャンができますので、この 
スキャナで倍の印字速度が実現できますが、イメージプロセッサの関係か 
印字品質の問題か従来のコントローラで対応しているようです。 
特許を見ますと２００４年の８月には今販売されているのと同様のモデル 
ができていたと思われますので驚きです。 
今後ＭＥＭＳスキャナはポリゴンスキャナに代わってレーザプリンタや 
バーコードリーダーの中でも大きな割合を占めていくものと考えられます 
が、弊社でもＭＥＭＳに対する製品開発や測定技術により一層力を入れて 
いきたいと考えております。 
                             （河村） 
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レックスマーク プリンタ概要 
http://www.lexmark.com/lexmark/product/home/423/0,6970,204816596_653293751_876999079 
_en,00.html?tabId=1 
 
日本信号 ＭＥＭＳスキャナ 
http://www.signal.co.jp/vbc/mems/lineup/index.html 
 
オリンパス ＭＥＭＳスキャナ 
http://www.olympus.co.jp/en/magazine/pursuit/innovations/aug2002/index.cfm 
 
ＯＰＵＳ ＭＥＭＳスキャナ 
http://www.opusmicro.com.tw/product.htm 
 
レックスマーク 光学ユニットの特許 
http://appft1.uspto.gov/netacgi/nph-Parser?Sect1=PTO1&Sect2=HITOFF&d=PG01&p=1&u=%2Fnetahtml% 
2FPTO%2Fsrchnum.html&r=1&f=G&l=50&s1=%2220060033021%22.PGNR.&OS=DN/20060033021 
&RS=DN/20060033021 
 
ＴＩ ＭＥＭＳスキャナの特許 
http://patft.uspto.gov/netacgi/nph-Parser?Sect1=PTO1&Sect2=HITOFF&d=PALL&p=1&u=%2Fnetahtml% 
2FPTO%2Fsrchnum.htm&r=1&f=G&l=50&s1=7006268.PN.&OS=PN/7006268&RS=PN/7006268 
 
２．お知らせ 
 
１）展示会の御礼 
１２月の先端光テクノロジー展には多数のご来場いただきまして 
ありがとうございました。 
ご意見は今後の開発に反映していく所存です。 
 
２）レーザリング光源サンプル 
ＡＬＴ－４３００につきましてデモサンプルが用意できましたので、 
メールまたはＦＡＸでカスタマーサービスまでお問い合わせください。 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.44 February 2007 「リング光源」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.44 February 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
梅の花が昨年よりも数日早く咲き始めました。 
暖冬の感じがしますが大寒を過ぎこれからが年中で最も寒くなる時期を 
迎えます。 
インフルエンザは毎年１２月中頃から翌年の３月前半の間に流行します。 
今から半月ぐらいが流行のピークとなります。 
新型インフルエンザウイルスは高病原性鳥インフルエンザウイルスから 
変異すると言われており、増殖力が通常のインフルエンザウイルスと比較 
して百から千倍くらい高いそうです。それが人に感染する新型インフル 
エンザウイルスになればスペイン（１９１８）、アジア（１９５７）、 
香港（１９６８）風邪のように多くの人の命を奪います。 
Ｈ５Ｎ１型から人への新型インフルエンザウイルスに変異しないことを 
見守りながら春の訪れを待ちましょう。 
                            （長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．リング光源 
２．お知らせ 
   ＭＥＭＳスキャナ検査システム 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
１．リング光源 
 
昨年 12 月に国際画像機器展と併設して行われた先端光テクノロジー展に 
リング光源を出展しましたが、その後問い合わせ及びサンプル品の貸出し 
依頼が増えています。 
同展示会にて三次元工学シンポジウムが開かれ NPO三次元工学会吉澤徹先生 
の「内面形状計測の現状と試み～外面計測から内面計測へ～」と題した 
講演が行われ、その中で当社のリング光源が紹介されました。 
 
当社では円錐形状をしたミラーの頂点に鉛直にコリメート光をあてて光を 
３６０°の全周方向に広げて照射できる光源をリング光源と呼称しています。 
リング光源は当社では 1995 年にレーザ墨出し器用として開発をいたしました。 
しかしながら円錐ミラーの頂点部の精度が重要なのにもかかわらず、通常の 
切削加工では周速がゼロになるため高速エアスピンドルの専用機を開発して 
対応しましたが量産の歩留まりに問題がありました。 
当社では量産対応に優れたセラミック材を使用した円錐ミラーを使用し、 
高精度化とともに品質の安定化を達成し、一般販売を開始しました。 
リング光源はビームをスキャンすることなくコンパクトな構造で３６０° 
の全周方向に広げて照射できます。 
現在、お引き合いを戴いている応用例は管内検査などの画像処理応用の為 
の光源が中心です。 
従来の管内検査にはレーザのビームを回転させてスキャンしていくタイプが 
ありましたが、測定精度や小内径で測定できない問題点がありました。 
今後、急速に具体化が進むものと考えています。 
現在、当社では標準品として赤色ＬＤ（635nm）を用意しており、近日中に 
緑色ＬＤ（532nm）を追加販売いたします。 
リング光源の応用製品も積極的に手がけていく所存です。ご要望等ござい 
ましたらお知らせ下さい。 
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                              (植村） 
 
ＡＬＴリング光源 
http://www.alt.co.jp/html/sub2_4_2n.htm#alt4300 
管内検査の例 
http://www.jice.or.jp/jishujigyo/josei/jiseki/h13/h13-11.html 
回転タイプ内径測定の例 
http://www.sigma-ls.jp/ 
 
２．お知らせ 
 
ＭＥＭＳスキャナ検査システム 
 
ＭＥＭＳ検査は従来のポリゴンスキャナと比較してスキャン方向が往復 
するだけでなく振幅も可変でき、さらに共振周波数があるので検査が複雑 
になります。 
従来の面倒れは反射面が 1面しかないのでウォブルと呼ばれますが、 
ポリゴンスキャナの場合には一走査内では変化が無いのでセンサ位置は 
固定でも良かったのですがレゾナントの場合には走査位置で変化する場合 
があるのでセンサ位置を可変することも必要になります。 
ジッタについてはポリゴンスキャナでは角速度は一定ですがレゾナント 
スキャナではサインカーブになります。 
それと振幅も可変できるのでこちらもセンサ位置を可変する必要が 
あります。 
また駆動方式が電磁方式と静電方式では異なるのでこちらの対応も必要 
です。 
弊社ではこれらに対応できる総合検査システムを企画しておりますので 
ご意見、ご希望をお聞かせいただき開発の参考にさせていただければ 
幸いです。サービス係までお願いいたします 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.45 March 2007 「ペルチエ効果」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.45 March 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
「格差社会」という言葉を頻繁に耳にします。経済的また社会的格差の広 
がりを指すのでしょう。 
バブル経済（１９８７ー１９９０）後、第一次平成不況（１９９１－１９ 
９４）、第二次平成不況（１９９７－２０００）に入り９０年代の半ばから 
ジニ係数は増え、先の見えない停滞した時期がありました。 
その後、海外の景気動向にも味方され２００２年１月を底に景気は派手さ 
はないものの回復に向かって今日に至っています。 
長年経て生じた格差の広がりが将来の問題を提起する状況にあるならば、 
国家レベルでその要因を明確にし、速やかに対策を施し、多くの国民が 
未来に希望を持てる社会に是正して欲しいものですが、、、、、。 
                                                   （長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．ペルチエ効果 
２．お知らせ 
   レーザエキスポ２００７ 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.ペルチエ効果 
 
 1834 年にフランスのペルチエは 2種類の導体の接点に電流を流すと、接点 
に熱の発生や吸収が発生すること発見しました。これをペルチエ効果と呼ん 
でいます。 
この現象を利用してよく使われているのは冷蔵庫、水槽の温度調節などが 
ありその他には試薬の冷却、半導体の冷却等にも採用されています。 
一般的にペルチエ素子は冷却に使用されることが多いのでＴＥクーラーや 
電子冷却素子と言う場合もありますが電流の流す方向でヒーターにもなり 
ます。 
温調システムはペルチェ素子と電流源であるドライブ回路、温度センサ 
（サーミスタ）放熱板の構成で実用化されています。 
ペルチェ素子は効率が悪いので大電流が必要なのと放熱によって効率が変わ 
るので使用方法に注意が必要です。 
場合によってはスタックと呼ばれるペルチェ素子の上にさらにペルチェ素子 
を乗せて効率を上げる方法もあります。 
レーザダイオードは温度変化により、モードホッピングの発生などにより、 
光出力が変化したり雑音が発生します。 
そのために極めて安定な光出力を得るためにはレーザダイオードの使用温度 
を安定化する必要があります。 
また、反射光の変化を測定するなどの応用システムの場合、極めて微小な 
光量を検出することがあります。 
その場合は熱雑音により検出信号が埋没してしまう為、光電素子をペルチェ 
素子で冷却して使用します。 
当社ではペルチェ素子の標準ドライバー基板も用意し、ペルチェ素子を使用 
した高精度な光源ユニット、センサユニットに対応させていただいています。 
                              （菅原） 
 
ウィキペディア（ペルチェ） 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9A%E3%83%AB%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A8%E5%8A%B9%E6%9E%9C 
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トランジスタ技術 
http://www.cqpub.co.jp/toragi/TRBN/trsample/2003/tr0311/0311toku.pdf 
ペルチェ素子 
http://www.ferrotec.co.jp/products/thermo/thermo.html 
http://www.melcor.com/tec.html 
 
２．お知らせ 
 
１）レーザエキスポ２００７ 
「レーザエキスポ２００７」に出展します。 
「レンズ設計・製造展２００７」「光ファイバ総合技術展２００７」が 
同時開催されます。是非お立ち寄りください。 
 
 開催日：２００７．４．２５（水）－４．２７（金） 
 場所：パシフィコ横浜 
 事前登録ＵＲＬ：http://www.optronics.co.jp/opt_w/entry/ 
 専用ホームページ：http://www.optronics.co.jp/le/ 
 同時開催： 
   「レンズ設計・製造展２００７」：http://www.optronics.co.jp/lens/ 
   「立体ＥＸＰＯ'０６」：http://www.optronics.co.jp/fib/ 
 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



8 | ALT TECHNICAL News Back number 2007 

目次へ移動 

▼ALT TECHNICAL News No.46 April 2007 「ＤＯＥ」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.46 April 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
気象の温暖化現象に起因するのでしょうか、桜の開花が例年より早く報じ 
られています。 
桜前線の移動と共に満開の桜の趣きを楽しむ時節を迎えましたが、既に 
お花見を終えた方、今から楽しみにしている方が居られることでしょう。 
ところで温暖化の要因として化石燃料（石油、石炭、天然ガス）の消費に 
より発生する二酸化炭素が地球をとりまく大気層にたまる温室効果が挙げ 
られます。 
その対策として二酸化炭素の発生量を減らさなければなりません。 
即ち、化石燃料の使用量を減らし、その補完として他の代替エネルギーを 
用いなければなりません。 
現状では核融合炉は開発途上であり、原子力発電に頼らざるを得ません。 
欧州や米国では原子力ルネッサンスと言われていますが、国内では核燃料 
サイクル政策が起動に乗りプルサーマル原子炉の導入に入る矢先に原発 
トラブル（臨界事故？）隠しの発覚で予定が大幅に遅れそうです。 
電力会社は原子力利用に対し国民の信頼を得るよう管理体制を維持して 
欲しいものですが、、、、、？ 
                          （長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．ＤＯＥ 
２．お知らせ 
   レーザエキスポ２００７ 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.ＤＯＥ 
 
DOE とは Diffractive Optical Element の略で回折光学素子のことを表し 
ます。 
一般的な光学素子では屈折や反射を利用しているのに対し DOEは回折現象 
により光をコントロールします。したがって集光、分岐、光強度分布変換、 
波長フィルターなどの機能を単独または複合させ持たせる事が可能です。 
・ 光強度分布の変換 
レーザのガウシアン分布をトップハット型の強度分布に変換することができ 
レーザー加工などの精度向上によく使われます。 
またビームスポットを輝度が均一なラインに変換する場合にも使われます。 
・ 光の分岐 
レーザビームを複数のビームに分岐し、方向と角度を制御する事でビーム 
スポットによる円、クロスライン、グリッド等を描く事が可能です。 
また従来困難であった複数の機能を１面で実現することもできます。 
お客様の仕様に応じて DOE を専用に作成しますのでイニシャルコストが発生 
します。 
最近ではデジタルムービーのオートフォーカス、バーコードリーダー、 
測量器や車載でも使用され始めています。 
量産に適した製造方法もありますので、数量によっては従来構成よりも 
安価になります。 
産業用としては既成の DOE を使用し、比較的ローコストに実験、製品転用が 
できる場合があります。 
お問い合わせ下さい。 
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                            （河村） 
 
http://www.heptagon.fi/products/pattern_gen.html 
http://www.jenoptik-los.com 
http://www.holoor.co.il 
 
２．お知らせ 
 
１）レーザエキスポ２００７ 
「レーザエキスポ２００７」に出展します。 
「レンズ設計・製造展２００７」「光ファイバ総合技術展２００７」が同時開催されます。 
是非お立ち寄りください。 
 
 開催日：２００７．４．２５（水）－４．２７（金） 
 場所：パシフィコ横浜 
  ブースＮｏ：Ａ－６３ 
 事前登録ＵＲＬ：http://www.optronics.co.jp/opt_w/entry/ 
 専用ホームページ：http://www.optronics.co.jp/le/ 
 同時開催： 
   「レンズ設計・製造展２００７」：http://www.optronics.co.jp/lens/ 
   「立体ＥＸＰＯ'０６」：http://www.optronics.co.jp/fib/ 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.47 May 2007 「内径形状センサ」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.47 May 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
紫色系の花咲くアヤメ、カキツバタ、ハナショウブの時節を迎えます。 
花菖蒲の妙なる趣きは眺め過ぎ去る時を忘れさせてくれます。 
燕子花では「燕子花屏風絵」（尾形光琳）を思い出しますが、あの清楚で 
きりっとした雰囲気はどこから醸しだされるのかと描画手法に興味を抱き 
ます。 
華道界ではこれらは貴重な花材として用いられます。 
水盤に活けるときは自然の葉株を一端解きほぐし、姿を簡素に美化、即ち 
葉組みをし直します。多少こつを要します。 
花菖蒲は葉を長めに勢いよく男性的に、燕子花は短めにしなやかに女性的 
雰囲気を出す様に心がけて活けます。 
近くの菖蒲園にお出かけになったり、室内にお花を飾ってみると爽やかな 
気分を味わえることでしょう。 
                          （長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．内径形状センサ 
２．お知らせ 
   レーザエキスポ２００７ 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.内径形状センサ 
 
先日４月２５日から２７日まで、展示会（レーザエキスポ）に出展致しま 
した。 
出展した中で、参考出品しました内径形状センサをご紹介します。 
これは円錐ミラーにレーザを当てると３６０度にレーザラインを発生させる 
投光ユニット（リング光源）とカメラを組み合わせた構造になっており、 
カメラでレーザラインの位置を計測して管内の形状を測定するものです。 
原理としては３角測量でカメラと光源の距離が基線長になります。 
まだキズは計測できませんが、微小凹凸などの検査に使用可能と思われます。 
センササイズは、外径φ１８、全長約１７０ｍｍで、検査対象の管は内径 
φ１２０ｍｍまでのストレートです。 
測定技術が発達した現在でも内径の非接触測定は良い方法がなく、各分野 
で悩まれているようです。 
これが実用化できれば、いろいろな工業製品の内径の形状計測が期待でき 
ます。 
 
現在、より小型にするなどのいろいろな挑戦を行なっています。 
ご興味をもたれた方は是非ご連絡下さい。 
                    (井上) 
 
ＡＬＴ リング光源 
http://www.alt.co.jp/html/sub2_4_2n.htm#alt4300 
 
管内検査の例 
http://www.jice.or.jp/jishujigyo/josei/jiseki/h13/h13-11.html 
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２．お知らせ 
１）レーザエキスポ２００７ 
  「レーザエキスポ２００７」に多数の方にご来場いただきありがとう 
  ございました。 
  特に今回、発表させていただきました「ＭＥＭＳスキャナー検査 
  システム」は昨年、ＭＥＭＳスキャナーを使用したレーザプリンタ 
  が市場に出たこともあり、多くのお客様に関心をいただきました。 
  今後ともスキャナーの検査に関する豊富な実績を元に、信頼性が 
  高くコスト的にもリーズナブルな検査システムを提供させて 
  いただきます。 
    デモ測定可能です。お問い合わせ下さい。 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.48 June 2007 「網膜をレーザでスキャンする」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.48 June 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
電波技術は携帯電話（１GHz 付近）等に多方面に応用され、光技術は照明 
からレーザ（１PHz 付近）応用へと実用化されていることは日々実感する 
ことが出来ます。 
近年、未開拓電磁波と呼ばれる光と電波の特性を併せもつ電磁波「テラ 
ヘルツ波」（１THz 付近）に関心が高まり、従来、技術的に困難であった 
爆発物、麻薬等の探知、半導体の不良発見に応用され始めました。 
照射する対象物に依って透過しやすさの異なる性質を利用してものの検出 
に応用されるそうです。 
物質の構成分子はファンデルワールス力で引き合って小さく振動して 
いますが、その周波数の電磁波は吸収され、外れているものは透過します。 
各周波数毎の吸収率の違いで物質を特定します。 
レーザ技術や半導体技術の進歩で技術開発の現実味を帯び、今後、種々 
の分野（セキュリテイ、医療、バイオ、食品、環境、超高速通信等）で 
応用が期待されているそうで楽しみです。 
                            (長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．網膜をレーザでスキャンする 
２．お知らせ 
   展示会への当社製品の出品 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.網膜をレーザでスキャンする 
 
数年前レーザポインターを目に入れて視覚障害が出たなどでレーザの安全が 
問題になりましたが、レーザを直接見に入れるアプリケーションがあります。 
網膜剥離をレーザで焼いて固定するのは現在では普通の治療になりつつあり 
ますが、これは所定の位置に照射するという意味ではスキャンはしていません。 
今回は網膜をスキャンするアプリケーションで１つは医療分野で網膜の表面 
形状を測定して診断するものとヘッドアップディスプレーの発展型で直接画像 
を網膜に書き込むシステムをご紹介します。 
網膜の表面形状を測定して緑内障の診断に使用しているのがハイデルベルグ社 
(ドイツ)のレチナ トモグラフィーでオリジナルはローゼンストック社により 
２０年ほど前に開発されました。 
共焦点型で２４面３５０００ｒｐｍポリゴンスキャナとガルバノスキャナで 
網膜形状を測定するものですが、洗練されたスキャン系はとても２０年前の 
設計とは思われません。 
http://www.jfcsp.co.jp/New_Product/20010416/hrt2.html 
（レチナ トモグラフィー） 
 
同様の研究は国内でも行われ、興亜㈱からＡＯＤとガルバノによるシステムが 
提案されています。 
http://www.jsme.or.jp/bio/news/27/27-2-2.html（興亜の文献） 
 
いずれも網膜にダメージを与えない微弱な赤外レーザでスキャンして、予防 
医学の見地からも期待されています。 
もうひとつはレーザで直接網膜に描画するもので、弱視の人の網膜に直接レー 
ザで描画して失われた視力を回復する試みが行われています。 
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http://hotwired.goo.ne.jp/news/20001130301.html（弱視への応用） 
 
こちらのもうひとつの応用はヘッドアップディスプレーで、もともと戦闘機の 
コックピットで沢山の情報を一度に認識する必要から開発されましたが、同様 
の目的で手術中の医師への応用が試みられています。 
http://hotwired.goo.ne.jp/news/technology/story/20010814309.html 
（医師への応用） 
 
この分野で一歩進んでいるのが米国のマイクロビジョン社ですが、オリジナル 
のＭＥＭＳスキャナと従来からのヘッドアップディスプレー技術で実用化に取 
り組んでいます。 
http://www.microvision.com/documents/IEEESpectrumCA.pdf 
（マイクロビジョンのノマド） 
 
映画ターミネーターのような世界ですが、メガネにノマドを仕込んで授業中に 
ＴＶやＤＶＤを見る族が出てくるのもそんな遠い将来ではなさそうです。 
                               （高野） 
 
２．お知らせ 
 
下記の展示会において協力会社のご好意により、当社製品を出展させていた 
だきます。 
同展示会に出向かれた際は、是非とも当社製品を出展しておりますブースに 
お立ち寄り下さい。 
 
１）第１１回機械要素技術展 
   ２００７年６月２７日（水）－２９日（金） 
   東京ビッグサイト 
     株式会社長峰製作所殿ブース 
        出品：●リングレーザユニット 
           ●内面形状測定装置 
 
２）第１８回マイクロマシン／ＭＥＭＳ展 
   ２００７年７月２５日（水）－２７日（金） 
   東京ビッグサイト西３・４ホール 
     テクノハンズ株式会社殿ブース 
        出品：●ＭＥＭＳスキャナー検査装置 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.49 July 2007 「化学物質規制（REACH規則他）」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.49 July 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
夏至が過ぎ湿気の多い凌ぎ難い梅雨時を迎えています。 
七月七日は五節句の一つ、七夕祭です。葉竹を立て短冊に願い事を記して 
祈ります。 
別名 銀河祭、星祭とも言われ、天の川に隔てられた東岸の彦星と西岸の 
織姫が年に一度だけ逢うと言う中国の伝説に由来し、ちょっとロマンチック 
な祭です。 
ところで、近年天文衛星に依る観測装置の技術進歩で宇宙に関してＮＡＳＡ 
が宇宙マイクロ波背景放射衛星ウィルキルソンマップ衛星を２００１年６月 
を打ち上げ、宇宙を一様に満たす２．７３Ｋの黒体放射を観測し、２００２ 
年２月に全天マップを含む結果を公表されました。 
宇宙は平坦で約百三十七憶才であることが明らかになり、生成時急激に膨張 
したとするインフレーション理論が認められました。 
宇宙は現在膨張し続けており千億年後は五百倍になる予想です。 
太陽は５０億年、地球は４５．５億年前に出来たそうです。 
星空を眺めながら宇宙には果てが有ることを想像して平素の煩わしさから 
一時離れることができればと思ったりもします。 (長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．化学物質規制（REACH規則他） 
２．お知らせ 
   展示会への当社製品の出品 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.化学物質規制（REACH 規則他） 
 
EU では 1967 年に導入し数々の改訂を加えられて実施されている化学物質規制 
制度がありますが、近年国際的な環境保護気運が高まり、日本へも環境規制 
の波が押し寄せてきています。 
これまでにも自動車を対象とした ELV指令、電気・電子機器を対象とした 
WEEE 指令（廃棄物の処分を減らす為に再使用、リサイクリング、再生を進め 
る指令）、RoHS 指令（特定有害物質の一定量以上の使用を禁止する指令で、 
弊社においても客先から要求される製品も増えてきており、随時対応製品を 
供給しています）などがありましたが、EU では新たな化学物質規制として 
REACH規則が 2007 年 6月に施行されました。本格的な規則の実施は 2008 年に 
なりそうですが、その内容について紹介します。 
REACH とは、Registration（登録）, Evaluation（評価）,Authorization 
（承認）of Chemicals（化学物質）の略で、EU では既存化学物質の安全性 
評価が進まないため、既存化学物質と新規化学物質をほぼ同等に変更し、 
これまで政府が実施していた既存化学物質の安全性評価を、製造・輸入する 
企業に義務付け、流通経路を通じた化学物質の安全性や取扱いに関する情報 
の共有を双方向で強化し、成型品に含まれる化学物質の有無や用途について 
も情報の把握を要求する統一的な規制になっており、その概要は、以下のよ 
うな内容です。 
 
（1） 登録（Registration） 
新規化学物質か既存化学物質を問わず、年間の製造輸入量が 1 トンを超えて 
いる化学物質が対象で、製造・輸入業者は登録の為欧州物質化学庁にその 
化学物質の情報を提出し、既存化学物質の登録については、事業者当たりの 
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製造・輸入量の程度に応じて登録期限を設定する。 
（2） 評価（Evaluation） 
事業者が提出した化学物質安全性報告書の内容を行政庁が評価し、必要に応 
じ追加試験の実施、又は追加情報を事業者に要求、また行政庁は、人の健康 
や環境に深刻な影響がありそうな高懸念物質で、ばく露があり、事業者当 
たり年間 100 トンを越える量が使用される物質から優先的に評価を実施する。 
（3） 承認（Authorization） 
高懸念物質を使用するには、事業者は行政庁に申請して許可を得る必要が 
あり、認可を有する事業所等は、上市前にラベル上に認可番号を記載する 
必要がある。 
（4） 制限（Restriction） 
行政庁が実施したリスク評価の結果、リスク軽減措置が必要な場合には、 
製造、上市、使用が制限される。 
 
 また今年 3月１日に施行され EUの RoHS指令同様の特定有害物質に加え国家 
が指定するその他の有毒有害物質が対象になっている隣国中国における中国 
RoHS 弁法、今後施行されるすべてのエネルギー製品を対象とした EuP指令に 
も留意しての物づくりが要求されそうです。 
 
欧州連合-REACH 
http://www.deljpn.ec.europa.eu/union/showpage_jp_union.environment.reach.php 
REACH関連情報 
http://www.env.go.jp/chemi/reach/reach.html 
RoHS 指令関連規制 
http://j-net21.smrj.go.jp/well/rohs/basic/002.html 
         【住廣】 
 
２．お知らせ 
 
下記の展示会において協力会社のご好意により、当社製品を出展させていた 
だきます。 
同展示会に出向かれた際は、是非とも当社製品を出展しておりますブースに 
お立ち寄り下さい。 
 
１）第１８回マイクロマシン／ＭＥＭＳ展 
   ２００７年７月２５日（水）－２７日（金） 
   東京ビッグサイト西３・４ホール 
     テクノハンズ株式会社殿ブース(D004) 
        出品：●ＭＥＭＳスキャナー検査装置 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.50 August 2007 「固体カメラとレンズ」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.50 August 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
              
      ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
七月十六日に発生した新潟県中越沖地震は多くの死傷者を出し、一般家屋の 
倒壊、原子力発電所等多方面に大きな被害をもたらしました。 
特に、振動周期が２秒前後で原子力発電所への影響が大きいかったのが今回 
の特徴の様です。柏崎刈羽原子力発電所は昭和５０年代の設計で６０年代に 
建設されたそうです。耐震強度は二百七十三ガル（加速度の単位：１ｃｍ／ 
秒・秒）で設計されています。この発電所では六百八十ガルの揺れデータが 
記録されていたそうです。紙上及びテレビでの原子力発電所被害情報を知ら 
されますと圧力容器内に損傷が無く放射能に関する重大な被害を受けなかっ 
たことで一安心ですが地元住民の方々は大きな不安を抱かれたものと思われ 
ます。人間が一日に出すことの出来るエネルギーは約１ＫＷｈだそうです。 
人間が使用するエネルギー源は人力、動物力、風力、水力そして、燃料（石 
炭、石油、ガス）と発達して来ました。現在では工業用動力として原子力を 
使用することが可能になりました。一基およそ１００万ＫＷの発電量です。 
莫大なエネルギーを得ることが可能になりましたが災害時のリスクの大きい 
ことも考慮して原子力を利用しなければなりません。国、地方、民間が協力 
して安全でより安心な設備でありたいものです。        (長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．固体カメラとレンズ 
２．お知らせ 
   展示会への当社製品の出品の御礼 
   当社夏季休業日について 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.固体カメラとレンズ 
 
固体カメラに使用されるレンズはＣマウントといわれるマウントを持ったレ 
ンズが使われる事が一般的です。 
Ｃマウントレンズは 16mm シネカメラ用の交換レンズですが、今はＣＣＴＶ用 
のレンズとして知られています。 
Ｃマウントレンズは口径 25.4mm フランジバック 17.526mm の規格です。 
使用できる撮像素子の画面サイズは 1 インチまでとなります。 
なお、1 インチの画面サイズというのは 12.8mmx9.6mmのサイズで対角線は 16 
mm です。 
 
1/2 インチ、1/3 インチ用としてフランジバック 12.5mmのＣＳマウントを持っ 
たカメラがあります。 
このＣＳマウントは口径はＣマウントと同じ 25.4mm でフランジバックのみが 
Ｃマウントと比べて約 5mm短いのみですので、5mm のアダプタをつければＣマ 
ウントレンズが使用できます。 
 
計測用として 1次元の固体カメラを使用する事が多くありますが、1024bit 以 
上の画素数の 1次元撮像素子の場合は撮像サイズが一般的に 16mm を超える大 
きさとなり、Ｃマウントレンズではケラレが発生するため、35mm フィルムサ 
イズ用のレンズを使用します。 
計測用に使用する場合は手動絞りを使用するためデジカメ用のレンズを使用 
する事はないかと思いますが、デジカメ用は APS-C サイズ用（23.4mm×16.7 
mm）に設計されており撮像範囲が狭くなっている為、注意が必要です。 
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ところで、何インチという呼称は撮像管を使用していた時代に撮像管の径か 
ら 1 インチ管、2/3 インチ管と呼称しており、その際の有効画面サイズが今も 
使われています。 
下記にインチサイズと撮像面のサイズを記しますが、対角線でも呼称サイズ 
の６０％程度しかなく、何を表しているのか分からない方が大多数ではない 
でしょうか。 
第一線の設計者でもビジコンやニュービコンやサチコンなど聞いた事もない 
という時代に真空管のサイズで表記するのも不思議なものです。 
 
1 インチサイズ 12.8mmx9.6mm、対角線 16mm  
2/3 インチサイズ 8.8mmx6.6mm、対角線 11mm  
1/2 インチサイズ 6.4mmx4.8mm、対角線 8mm  
1/3 インチサイズ 4.8mmx3.6mm、対角線 6mm  
35mm フィルムサイズ 36mmx24mm、対角線 43.3mm 
 
当社は画像処理用・計測用の精度の高いレーザ光源を提供させて戴いていま 
すが、センサーと組み合わせた投受光ユニットとしてもご提供させて戴いて 
います。 
ご用命がございましたらご連絡ください。           （植村） 
 
ＣＣＤイメージセンサ 
http://ja.wikipedia.org/wiki/CCD%E3%82%A4%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82% 
B5 
 
ＣＣＴＶレンズ 
http://www.primal-sense.com/cctv.htm 
 
２．お知らせ 
 
１）マイクロマシン／ＭＥＭＳ展において協力会社のご好意により、当社製 
品を出展させていただきました。 
同展示会は 12,424 人の入場者数で当社展示品にも多数の方からお問い合わせ 
を戴きました。 
今後ともよろしくお願いいたします。 
  
 第１８回マイクロマシン／ＭＥＭＳ展 
   ２００７年７月２５日（水）－２７日（金）東京ビッグサイト  
      ①テクノハンズ株式会社殿ブース 
        出品：●ＭＥＭＳスキャナー検査装置 
      ②株式会社長峰製作所殿ブース 
        出品：●リングレーザユニット 
           ●内面形状測定装置 
 
２）夏季休業日 
下記の通り夏期休業させて頂きます。 
お急ぎの場合は下記留守番電話、ＦＡＸ、または 
Ｅ－ｍａｉｌにメッセージをお入れ頂けるようお願致します。 
 
 平成 19 年 8 月 11 日（土）～平成 19年 8月 15 日（水） 
   ＴＥＬ  ０３－５９４６－７３３６ 
 ＦＡＸ  ０３－５９４６－７３１６ 
 ｅ－ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ａｌｔ．ｃｏ．ｊｐ 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
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 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.51 September 2007 「鉛フリー対応」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.51 September 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
今年の夏の暑さは格別でした。寝苦しいかったのでしょうか。 
「熟睡できなくて、、、」或は「寝不足で、、、」とかを何度も耳にしま 
した。九月に入り、残暑も和らいで欲しいものですが、、、。 
ところでグローバルな科学技術開発競争の中、「ポストドクター」の言葉 
が目に留まりました。 
博士号を取得した後、定職に就いていない任期制の研究者を指しています。 
研究分野では理学・工学系、年令３０－３４歳を中心に１５０００人前後 
の博士が不安定な生活を送り、「ポスドク問題」として対応を迫られて 
いる様子です。 
信じられないことですが、理学・工学博士の学位を修得された方が大学 
或は企業への定職に就けない状況にあるのは由々しきことです。 
博士の学位を有する方は専門分野の最先端の知識の本質を体系的に理解し、 
獲得しているのです。 
文部科学省は「ポストドクターを正規雇用するよう、民間企業に促してい 
きたい。」とのことですが、早く有意ある能力を十分に発揮し、活躍して 
いける状況にならなければなりません。 
                       （長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．鉛フリー対応 
２．お知らせ 
   MEMS 測定依頼 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.鉛フリー対応 
2006 年 7月に EU（欧州連合）が RoHS 指令の試行を開始しました。 
弊社製品でもこれまでに数多くのプリント基板ユニットを製作してまいり 
ましたが最近は鉛フリーを条件とする要求が多くなってきており、プリント 
基板に使用する半田はもちろん、使用する電子部品に鉛を使用していないか 
を充分確認したうえで基板ユニットの製作をしています。 
鉛入り半田の融点は錫と割合にもよりますが一般的に 180～190℃位のものが 
よく使われてきました。ところが鉛フリー半田は融点が 215℃位と高くまた 
濡れ性が悪いのが特徴です。これまでのリフローの温度 230℃程度で同じ 
溶融時間では濡れ性が悪く実装不良が心配されましたが実装メーカの努力 
で品質的には安定してきています。 
手作業の半田付けではコテ先の温度は 30℃程度高くして作業をしています 
が、部品の取り外しなどではとくに高温の為、基板のパターンを剥がして 
しまったりすることもあります。 
また、小手先が黒く酸化してしまい早く使えなくなってしまうのも難点です。 
半田ゴテは鉛の混入をさせない為に別管理が必要です。また使用するプリン 
ト基板も保管状況や取り扱いに注意が必要です。 
このように、面倒なものですが、現在、協力会社であるアッセンブリメーカ 
では鉛フリー半田の使用が過半数を占めたとのことであり、一層、鉛フリー 
半田の使用が増加するものと思います。      （菅原） 
 
http://techon.nikkeibp.co.jp/article/WORD/20060224/113663/ 
http://www.edsyn-int.com/pbfree.html 
http://www.siint.com/products/weeerohs_elv.html?s=overture&xrf7 
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http://www.jade.dti.ne.jp/~abe-sold/pbfreereberer.html 
 
２．お知らせ 
 
４月のレーザエキスポ展で発表いたしましたＭＥＭＳスキャナ検査システム 
には多数の引合い、測定依頼をいただき ありがとうございます。 
本来は各ＭＥＭＳに対応したインタフェースを用意いたしますが、簡易的な 
測定でお客様にデバイスとドライバをご用意いただき共振状態で測定できる 
測定モードを用意いたしましたので お気軽にご相談下さい。 
またＬＳＵになった状態でのジッタ、ウォブル、ビーム径も測定可能ですの 
で合わせてお問い合わせ下さい。 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.52 October 2007 「円形レーザコリメーションユニット」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.52 October 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
中秋を迎え暑さによる疲れも取り除かれ過ごしやすくなりました。 
国内では新内閣が発足し、政治空白になっていました国会が動きはじめま 
した。種々の難題が山積していますがスムーズに解決し、切り抜けて信頼 
のある国政であってもらわなければなりません。 
ところで、今月から来月以降にかけて日常生活品が１０％から２０％値上 
がりする様子のニュースが流れていました。 
一般庶民にとっては気になる事柄になります。主な原因は原油価格が高値 
で安定していることと小麦等の穀物生産が砂糖きびにシフトし、品薄状態 
に依存しているようです。 
地球規模でのものの動きに対して国内における失業率が低水準の今日、物 
価と賃金の動向が気になりますがうまくバランスしながら進むことを期待 
しましょう。            （長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．円形レーザコリメーションユニット 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
１．円形レーザコリメーションユニット 
 
各種計測用の光源として円形ビームをもったレーザコリメーションユニット 
のご要求が多くあります。しかしながら一般的な半導体レーザにおいては 
活性層が水平方向に数μｍ、垂直方向に 0.05μｍ程度と非対称であるため 
回折により拡がりを持つ出射ビームも縦横非対称となります。レンズを使い 
この出射ビームをコリメートすると楕円ビームが出力されますが円形ビーム 
が必要な場合はアナモルフィック光学系を用い補正する事が可能です。 
アナモルフィック光学系とは縦横で倍率が異なる光学系の事を表しプリズム 
ペアまたは複数のシリンドリカルレンズを使用します。 
また円形ビームを得る別の方法として、出射ビームが対称となるようマイク 
ロレンズが組込まれた LD を使用する方法、出力に余裕がある場合は裾切比を 
大きく取り円形にする方法などがあります。 
弊社では温調も含めお客様の用途に応じた円形レーザコリメーションユニッ 
トを製作提供しております。               （河村） 
 
http://www.ayane1.com/products/01_kougaku/15/dlo03a.html 
http://www.blueskyresearch.com/vpslaser.htm 
http://www.alt.co.jp/html/sub2_4_1n.htm 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
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 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.53 November 2007 「カメラリンク」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.53 November 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
近年、ＬＳＩ技術進歩の一つとしてアナログ回路とデジタル回路を 
１チップに組み込んだ集積回路が設計、製造され、盛んに利用され 
ていることに注目されます。１５～２０年位前には同一チップ上に 
アナログ回路とデジタル回路を乗せるのにノイズ等を考慮すると前 
向きになれなかったように思います。 
この何年かのうちにＣＭＯＳ回路設計技法および製造技術の進歩に 
より電気的特性、集積度が大きく向上し、製造価格が下がりました。 
例えば「ΔーΣ変調器」です。これはデジタル電話に用いられてい 
ます。「ΔーΣ技術」はアナログ信号を高い周波数（２桁以上）で 
サンプリングし、デジタル値に変換する技術で、信号の振幅に比例 
した間隔のパルス列を生成し、処理してバイナリコードに変換しま 
す。原理的には入力信号を累積加算Σ（積分）し、その後差分Δ 
（微分）することだそうです。この技術を応用して２４ビットの 
「Δ－Σ型Ａ－Ｄコンバータ」がＩＣ化されています。 
世の中に出回っている最新のＩＣを使いこなすには日々の関連情報 
の収集と回路動作理解を深めることを要請されます。  (長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．カメラリンク 
２．お知らせ 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
１．カメラリンク 
 
最近、カメラを選定する時に“カメラリンク”という言葉を目に 
します。 
今まで、カメラを使う時のインターフェイスはアナログのＮＴＳＣ 
（一般的にいうビデオ信号）ばかりを使用していたので、調べてみ 
ました。 
“カメラリンク”とは、デジタル方式カメラのインターフェイス規 
格で、５年ほど前に、National Semiconductor 社のフラット・パネ 
ル・ディスプレイ用インターフェイス“チャンネルリンク”を元に、 
米国の自動化イメージング協会で制定されました。 
信号転送部には、高速転送が可能な LVDS（Low Voltage Differential  
Signaling）を使用し、次世代のカメラ用インターフェイスと呼ばれ 
ています。 
アナログカメラと違い、走査線やフレームレートの制限が無く、自 
由な撮像サイズと高速読み出しが可能になります。 
まだ、アナログ方式カメラと比べると高価ですが、大画素数が必要 
な場合には、データ転送速度が最大１．６Ｇｂｉｔ／ｓとあわせて 
有利になります。 
下記に、カメラリンク対応のカメラを紹介します。  (井上） 
 
株式会社アルゴ 
http://www.argocorp.com/header/cameraall.htm 
 
カメラリンク対応カメラ 
http://www.sony.co.jp/Products/ISP/support/catalog/2007/XCL-V500_X700.pdf 
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画像入力ボード 
http://www.microtechnica.co.jp/b1_mtpci.php?id=8 
 
米国の自動化イメージング協会 
http://www.machinevisiononline.org/ 
 
２．お知らせ 
 
先端光テクノロジー展２００７に出展します。 
国際画像機器展、立体ＥＸＰＯ同時開催されます。 
当社のブースは国際画像機器展エリアに面したブースＮｏ．７です。 
計測用画像処理用の極細線のライン光源やリング光源を利用した 
管内検査用の光源内蔵カメラユニット、及びＭＥＭＳスキャナ検査 
ユニット等の展示します。 
是非お立ち寄りください。 
 
 開催日：２００７．１２．０５（水）－１２．０７（金） 
 場所：パシフィコ横浜 
 専用ホームページ：http://www.seiki-tsushin.com/AOTS/ 
 同時開催： 
   ０６国際画像機器展：http://www.seiki-tsushin.com/ite/ 
   立体ＥＸＰＯ'０６：http://www.rittaikyo.jp/expo2007/ 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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▼ALT TECHNICAL News No.54 December 2007 「超音波モータ」 

 
□□□■■□■■■＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
□□■□■□□■□                             
□■□■■□□■□  ALT TECHNICAL News No.54 December 2007      
■□■■■■■■□＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊――＊ 
                   
 ★。、：*：・´゛☆。、：*：・´゛★。、：*：・´゛☆。、：*：・★ 
 
三日間の連休に箱根登山鉄道（スイッチバック方式）にて強羅を訪れ、 
散策しました。紅葉・黄葉が見ごろで美しく秋の深まりを味わいつつ、 
冬の到来が間近なることを感じました。 
ところで今、宇宙航空研究開発機構に依る月探査衛星「かぐや」が月を 
南北方向に周回しています。ＮＨＫによる公開動画で月からの｢地球の 
出及び入り」の鮮明な映像を見て感動しました。日本、米国、中国、イ 
ンド、ロシアそして英国と月探査計画・構想が想定され、探査競争に入 
ります。月のベールが剥がされる日もそんなに遠くないことと楽しみに 
しましょう。 
この一年間拙い一言にお付き合い頂きまして有難うございました。 
来春もどうぞ宜しくお願い致します。       （長舩） 
     
   ●INDEX● 
 
１．超音波モータ 
２．お知らせ 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
 
1.超音波モータ 
 
一般に超音波モータは、摩擦で可動体が保持されている機構に於いて 
圧電効果による振動を移動運動に変換する摩擦駆動型のモータです。 
振動子の固有振動数が超音波領域(20kHz 以上)にあるため超音波モータ 
と呼ばれています。 
回転型、リニア型の作動方法があります。また、駆動方式ではユニ 
モルフ型、バイモルフ型があります。 
ユニモルフ型は片側に圧電セラミック素子を張付けてあり、バイモルフ 
型は両側に圧電セラミック素子を張付けて構成されています。 
圧電セラミック素子には電圧を与えると素子を変形させて伸ばす際の力 
を利用する性質（ピエゾ効果）を持つ緻密なセラミックス製の薄膜を 
使用しています。 
添付しましたホームページに動作原理が示されていますが、リニア 
アクチュエータは摩擦力を上手に使って面白い動きをします。 
近年ではデジタルカメラや携帯電話の手振れ防止やオートフォーカスに 
使用されています。 
 
当社ではユニモルフ型リニアアクチュエータを使用した小型光学部品 
の位置決めに最適なマイクロ超音波モータステージも提供しています。 
ご興味をお持ちの方はお問い合わせ下さい。         (富樫) 
  
 メリット 
● 超小型、高精度、軽量かつ単純構造 
● 低消費電力なため電池駆動に最適 
● ストロークが容易に変更可能 
● 無通電時でも保持力が高く、発熱しない 
● 停止時に摩擦力にて完全停止で振動しない 
● ダイレクト機構で機械応答性が高い 
● シンプルで部品点数が少なく量産時コストダウン可能 
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応用 
● 小型光学部品の位置決め 
● 医療機器、MEMS 応用機器 
 
超音波リニアアクチュエータ： 
  http://www.technohands.co.jp/products/um-tula.html 
TULA： 
  http://www.piezo-tech.com/eng/  
コニカミノルタ 
  http://konicaminolta.jp/about/research/technology_report/2007/pdf/introduce_010.pdf 
 
２．お知らせ 
 
先端光テクノロジー展２００７に出展します。 
国際画像機器展、立体ＥＸＰＯ同時開催されます。 
当社のブースは国際画像機器展エリアに面したブースＮｏ．７です。 
計測用画像処理用の極細線のライン光源やリング光源を利用した 
管内検査用の光源内蔵カメラユニット、及びＭＥＭＳスキャナ検査 
システム等を展示します。 
是非お立ち寄りください。 
 
 開催日：２００７．１２．０５（水）－１２．０７（金） 
 場所：パシフィコ横浜 
 専用ホームページ：http://www.seiki-tsushin.com/AOTS/ 
 同時開催： 
   ０7 国際画像機器展：http://www.seiki-tsushin.com/ite/ 
   立体ＥＸＰＯ'０7：http://www.rittaikyo.jp/expo2007/ 
 
☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。．：*・゛☆．。 
 
【本メール内容に関してのお問い合わせ先】 
 ご購読ありがとうございました。 
 
 バックナンバーは当社ホームページに掲載しています 
 http://www.alt.co.jp 
 
 配信の中止、アドレス変更及び本メールに対するご意見ご要望は 
 info@alt.co.jp 
 
 配信元：エーエルティー株式会社 
    〒176-0014 東京都練馬区豊玉南 1-21-10 
    tel 03-5946-7336   fax 03-5946-7316 
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